
№ 意見要旨

1 眺めにさらに景色と景観という言葉を重ねる必要があるのか。「心和む眺め」だけではどうか。

2

景色・景観という言葉を並べることに疑問を感じている。大きな見方としては、にぎわいを生み、まちを
活性化しているような場所を選んでもらいたい、という背景があるように受け取っている。できたら、
「心和む眺め」のような、まず眺めがあって、そしてにぎわいがあって、場つくりがあるような、ヒエラ
ルキーを入れて、見る場所を変えた表現を３つ並べていくような表現が良いのではないか。

3
テーマは、最終的に選ばれたものが、機械的なものを避けたいということであれば、「和む」・「ほっと
する」という視点が大事である。「街かど」「歴史・文化」を誘導するようなワードとして、「和む」・
「ほっとする」は有効だと思う。

4

「心和む」という表現は良いと思う。区民の方々が、「心和む」と感じるものはそれぞれ違うと思うの
で、いろいろ応募があるのではないかと思う。
ただ「眺め」という言葉は、何となく「高いところから見た」「特別な場所から見た」という感覚を受け
る。また、景色・景観と並んでいると、何を意図しているのだろうか、どう違うのだろうか、みたいな印
象を受けて思わず辞書を調べてしまいたくなる。余計なことを区民に考えさせる必要はないと思う。「心
和む」だけでも十分伝わり、その方が区民としてはとらえやすいと思う。

5

「眺め」という表現がすごく客観的で、高いところから見ているという印象を感じた。心和むという表現
については、商店街は心が和むというよりは、歩きたくなる、行って楽しくなるなど、人に勧めるもので
あって、わくわくまで言うと少し大げさだけれども、そういうニュアンスのものが良いのでは。景色・景
観など漢字が並ぶと、難しく感じてしまう。商店街に関する何かの要素を入れられたらと思う。
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1
「景観」という言葉は、区民がピンとこないと思う。また、「心和む」と「賑わい」は相反する内容なの
で、無理に同じテーマの中に入れなくてもいいのでは。
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